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６．審議事項 

（岡委員長）時間になりましたので、ただいまから第７回原子力委員会を開催いたします。 

  本日は、ＩＡＥＡよりラファエル・グロッシー事務局長を招聘し、我が国の原子力関係機

関・団体の長も含めた意見交換を行います。 

  今回は、ＪＡＥＡ、ＱＳＴ、そしてＪＡＩＦより御参加頂き、意見交換をしてまいります。

スケジュールの都合から会議自体は最大で３０分とさせて頂きます。そして、議事自体は英

語で進行いたしますが、同時通訳で英語から日本語に変換いたします。 

  ここからは、事務局からグロッシー事務局長の紹介をお願いいたします。 

（竹内参事官）昨年１２月にＩＡＥＡ事務局長に就任されたラファエル・マリアーノ・グロッ

シー博士は、軍縮・不拡散分野において３５年以上の豊富な経験を有するアルゼンチンの外

交官でございます。これまで、駐オーストリア大使兼ＩＡＥＡ代表部大使など、同国外務省

の要職のほかに、ＩＡＥＡ事務局長補兼官房長、並びに化学兵器禁止機関官房長などの国際

機関における要職も歴任されております。 

  また、２０１４年から２０１６年までは、原子力供給国グループの議長、２０１５年には

原子力安全条約に関する外交会議の議長を務められており、また、２０１９年には２０２０

年ＮＰＴ運用検討会議の議長にも選出されました。 

（岡委員長）竹内さん、どうもありがとうございます。 

  それでは、ここから竹本大臣より歓迎の挨拶を頂きたいと思います。 

（竹本大臣）竹本直一と申します。 

  本日、グロッシー氏の昨年１２月のＩＡＥＡ事務局長就任について改めてお祝い申し上げ

ると共に、今回の原子力委員会への出席を心より歓迎いたします。日本政府といたしまして

は、東京電力福島第一原子力発電所の廃炉に関するＩＡＥＡからのレビューミッション、派

遣など、これまで我が国に対するＩＡＥＡからの広範な支援を頂いており、これには大変感

謝をいたします。 

  また、私自身、昨年９月にＩＡＥＡ総会に政府代表として出席いたしまして、我が国の原

子力政策などについて演説を行いました。このようなＩＡＥＡと我が国の緊密な協力関係の

中、本日、グロッシー事務局長と原子力委員や、我が国の原子力関係組織との間で意見交換

の機会が持たれることは歓迎すべきことであります。 

  本日の会合を契機に、原子力の平和的利用の促進と核不拡散の強化の分野における両国と
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の協力関係が更に強化されることを祈念しております。 

（岡委員長）それでは、意見交換に入りたいと思います。 

  まずは、グロッシー事務局長からスピーチをお願いいたします。 

（グロッシー事務局長）議長、ありがとうございます。 

  竹本大臣、そして御参集の皆様、本日、私をこのような場にお招き頂きまして誠にありが

とうございます。ＩＡＥＡの事務局長としての日本訪問は初めてでございます。これまで３

５年間、先ほどの御紹介にもありましたように、前職の立場では何度も御国に訪問しており

ますが、日本というのはやはりＩＡＥＡにとっても非常に重要な国であります。そしてＮＰ

Ｔ、そして軍縮、そしてコントロールという意味で、日本は正しく中心地にいる国であると

思っておりますので、こういった分野で連携を深めるということで、日本には度々来なけれ

ばいけないと思っております。この機会、誠に感謝申し上げたいと思います。 

  また、今回はこれまでの立場と違う形、ＩＡＥＡ事務局長として参っております。このＩ

ＡＥＡという組織は日本の外交官、私も尊敬をする天野之弥氏がずっと１０年以上リードし

てきた組織であり、この代表としてこれからは訪問してまいります。 

  そして懸念する、若しくはチャレンジの内容も性質も変わっておりますし、多様化をして

おります。日本ですと、もちろん、福島第一原子力発電所の廃炉活動、そして計画活動とい

う独自な問題がございますが、テーマはこれだけにはとどまりません。日本には数多くのシ

ナリオがございますし、原子力業界としていろんな分野が期待できるところであります。発

電として日本という国が、必要なニーズを満たすというところのテーマもございますが、そ

れ以外にも多くの技術開発が進んでおります。各原子力利用分野、医療、そしてエンジニア

リング、非常に多くの角度から日本が提供できる、若しくはリーダーシップが振るえる分野

があるかと思います。 

  ＩＡＥＡといたしましては、新たなこの１０年が始まると思っておりますし、新しい１０

年というのは新しいチャレンジというものにも直面するものでございます。今、世界中で大

きな気候危機に直面している状況であります。先ほど申し上げたように、原子力発電はその

観点から果たせる役割があると思っております。そして、人間の健康であるとか、若しくは

食の安全保障であったり、若しくは原子力の安全、平和利用というところで、世界中で多く

の期待が我々このＩＡＥＡに対して寄せられていると思いますし、役割、若しくは果たさな

ければいけない責任というものが多くあると思っております。 

  今申し上げたいろいろな分野が我々の組織として活発に活動していく、日本も含める加盟
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国と共に進んでいくところでございます。 

  そして、これは皆様もよく御承知のことかと思いますけれども、我々原子力の平和利用と

いう役割がある一方で、核不拡散という点でも非常に重要な役割を果たしており、この重要

な課題というのは今も継続しております。 

  ＩＡＥＡとしては、イランの核開発において、その監視を行っていく中で重要な役割を果

たしております。我々もしっかりと政治的な合意に達することによりまして、イラン及び北

朝鮮の核開発に関しましてもしっかりと対応してまいりたいと思っております。北朝鮮に関

しましては、日本にとっても非常に近い場所にあるということでございますので、北朝鮮の

核開発における我々の対応がまた再開できましたら、我々がしっかりとした検証、モニタリ

ングを行ってまいりたいと思います。それがＩＡＥＡの職務でございます。 

  ＩＡＥＡ以外にこの職務を果たせる機関というのはございません。日本はＩＡＥＡにとっ

てこれまで申し上げました様々な課題、分野において重要な国でございます。過去の経緯、

歴史、そしてまた、将来を見据えた上でも日本の重要性というのは非常に大きいと考えてお

ります。 

  ですので、ＩＡＥＡ事務局長といたしまして、日本の経験に学び、そして今後、日本と協

力していくことによりまして、更にＩＡＥＡの活動を進めてまいりたいと思います。私が事

務局長でいる間、今後も緊密に日本としっかりとお仕事をしていきたいと思います。 

（岡委員長）ありがとうございます。 

  では、議論の方を始めたいと思います。 

  ＩＡＥＡの役割というのは、原子力の平和利用で、その役割がますます重要になってきて

おります。原子力の平和利用、そして核不拡散におきまして、今後のＩＡＥＡの活動に期待

したいと思います。 

  では、これらの分野の今後の活動におきまして、事務局長の方から何か強調されたい部分

はございますでしょうか。 

（グロッシー事務局長）このＩＡＥＡのその２つの分野における役割というのは、十分に認識

をされていると思います。その中で、原子力の利用に関しましても幅広い課題がございます。

世界を見ましても、いろいろなポジションを取る国々がございます。今、エネルギー供給に

おいて、原子力の割合が大きく増えている国々が増えております。中国、インド、それから

韓国がございますけれども、その他にアフリカにもございますし、伝統的に石油やガス市場

で活発であった湾岸諸国におきましても、今、原子力に進出しております。 
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  それから、アメリカ含め、例えばヨーロッパにおきましても共通の認識がございます。原

子力から撤退するという国々が欧米、ヨーロッパで増えておりますけれども、ただ、少数派

でございます。ＩＡＥＡといたしましては、どのような国でも、どのようなポジションであ

っても除外することなく、どの国におきましても、今後の原子力の平和利用という意味では

重要ですので、共に歩んでまいりたいと思います。 

  そして、原子力発電だけが原子力の平和利用という意味で重要なわけではありません。先

ほど申し上げましたとおり、放射線でありますとか原子力の利用の、そして応用の非常に幅

広い可能性がございます。 

  一つ重要な事項として取り上げたいのが、人間の健康でございます。放射線治療、そして

放射性医薬へのアクセスが、今現在、多くの途上国で重要性を増しておりＩＡＥＡに対して

期待する事項の一つとして、放射線治療、そして放射性医薬品へのアクセスを確保してほし

いということがございます。そして食料のセキュリティに関しまして、放射線照射の方法を

使いまして作物が健康で、経済的に持続可能な形で作物の生産ができるように支えなくては

なりません。 

  そしてもう一つ、気候変動の問題に関しましては、ＩＡＥＡといたしましても、遺伝子に

関して放射線の技術を使うことによって、今後の気候耐性の高い種子を活用するということ

を促進するということのブリーフ、レポートを出しておりまして、非常に高温であっても育

つ作物などについても報告をまとめています。 

  ほかにもＩＡＥＡが前向きに取り組んでいる分野というのは多くございます。我々の研究

所であったりを使い、環境関係の懸念、海洋の酸性化というような問題であったり、若しく

はマイクロプラスチックに対する防御であるといったことにも貢献したく考えております。

今現在、世界中で議論、最も懸念が高いトレンドということで、目を見張っているテーマで

ございます。 

  また、議長、御存じのとおり、これからは食の安全保障、環境問題、核医療、それから水

の管理などもアイソトープの技術を使って活動の可能性があるわけですけれども、それを考

えると我々ＩＡＥＡの中で、今後、協力、各国と連携を期待されている分野というのは非常

に多くあると思っております。 

  ＩＡＥＡは、テクニカルコーポレーションプログラムというものを持っておりまして、こ

のように技術連携をすることは評価をされて、価値も認められていると思いますが、まだ不

十分であるというふうに考えております。特に、今、掲げられているニーズ、世界中の期待
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にはまだ応え切れていないと思っております。今、年間１億ドルを１７１か国からファンデ

ィングとして運営しておりますが、その中で日本という国が年間協力頂いている、国際連携

として頂いている割合は、非常に大きいものでございます。 

  ただ、国際機関でございますので、非常に深刻な予算の制限と制約というのもございます。

その中でやはり予算を増やしていかなければいけないので、私、事務局長といたしましては、

民間、若しくは地域の開発銀行などにも今後はより積極的に援助し、いろいろな形で協力を

請うことによってテクニカルコーポレーションプログラム自体を、非常に今ニーズが高まっ

ている、多くの国が求めるこのプロジェクトをもっと強化していきたいと考えております。 

  ただ、これに関しては、非常に楽観視もしております。非常に多くの関心が、アジア開発

銀行であるとか、イスラム開発銀行、それから米州開発銀行からも寄せられております。そ

して、過去、こういうような取組、ＩＡＥＡ自体は、このような機関から出資を国際的に請

うということはやっておりませんでしたので、我々のサービスをより加盟国に世界中で広げ

るということはまだできるというふうに思っております。 

  日本もこれまで伝統的に、非常に我々の予算に貢献頂いておりますので、今後とも御協力

お願いしたいと思います。 

（岡委員長）グロッシー博士、どうもありがとうございます。 

  佐野委員どうぞ。 

（佐野委員）グロッシー大使、中身の濃いステートメントありがとうございます。 

  私からも改めてＩＡＥＡの事務局という重職に着任されましたことに祝意を表します。 

  私の質問は人材の開発、特に原子力分野における女性の役割についてお伺いします。ＩＡ

ＥＡは原子力の平和利用や、放射線技術の活用を通じて社会経済開発に大変重要な貢献をし

て来ました。ただ、原子力分野における人材育成についてはＩＡＥＡでも加盟国でもまだ課

題が多くあると思っております。私の質問は、今後人材育成についてどのようにお考えか、

そして、日本、つまり日本の産業界や研究機関がこの面でどう協力できるか、また特に、原

子力に於るジェンダーの問題をどうお考えか、お話し頂けますでしょうか。 

（グロッシー事務局長）佐野委員、どうもありがとうございます。またお会いできて非常にう

れしいですし、非常に温かいお言葉、ありがとうございます。この質問聞いて頂き、有り難

く存じ上げております。私としましても、これについては候補のときから非常に強調してい

たトピックでございます。この数か月ＩＡＥＡをリードしてまいりましたが、これは将来の

アプローチとして重要だと思っております。人材育成、これは女性も男性も非常に重要でご
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ざいます。 

  そうは言っても歴史的に欠如している部分、特にジェンダーの平等性というところはまだ

十分ではありませんし、特にテクノロジー、サイエンスの分野で活用が不十分であったとい

うことがあるかと思います。 

  私、よく申し上げるのですが、ＩＡＥＡはこの技術的な組織であるというその性質から、

二重にこのチャレンジを受けているのだと思います。どんな組織であってもこのチャレンジ

というものは担わなければいけないジェンダーの平等、ジェンダーパリティ、そして機会均

等というところはやらなければいけないと思いますが、ただ、ジェンダー、この特にステム

と呼ばれている理数系のところは特に不十分であると思います。 

  ＩＡＥＡの女性の人員は３割でありますので、我々はほかに後れを取っているというとこ

ろ、特に高い地位では割合が少ないというところがございますので、ここは平等、パリティ

を目指すというのは、私コミットしております。２０２５年までにこのゴール達成というこ

とを私は申し上げておりますが、５０：５０でリクルートするという方針を打ち出しており

まして、もう既にこれはＩＡＥＡ内でも実働しております。 

  管理職もこの方針、そして要件に基づいて評価をされます。ただ、これは問題の一部に過

ぎません。女性に職を与え、そして各国に関しましても、より能力の高い候補を提供してく

ださるようにお願いをするということをしていきますけれども、これは教育と直結しており

ます。 

  数日後になりますけれども、私の方からウィーンで発表がございます。ＩＡＥＡのマリ

ー・キュリーフェローシップでございます。御承知のとおり、マリー・キュリー博士は、２

０世紀になるときに２回のノーベル賞を受賞しております。女性が多くの国々で２級という

ふうに考えられていたときに、この科学の世界で非常に顕著な成果を達成されました。この

マリー・キュリー女史を我々のシンボルといたしまして、このフェローシップを設立いたし

まして、特に原子力科学、そして、その応用の分野における女性研究者の経済的な支援をし

てまいります。この件につきまして、数日後にＩＡＥＡから私の方で発表することですので、

日本国におかれましてもこの初期のスポンサーになって頂きたいと思います。 

  もちろん、これは困難を伴う道ではございますけれども、様々な職に就いて頂きたいと思

いますし、やはり、女性の活用ということは非常に重要だというふうに考えております。 

（岡委員長）中西委員、お願いいたします。 

（中西委員）ありがとうございます。 
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  グロッシー事務局長、お会いをできまして、非常に光栄でございます。原子力というのは

二酸化炭素を排出せずに大きなエネルギーを作れるということがございますけれども、この

電力利用のほかに、例えば、先ほど事務局長の方からもございましたけれども、放射線の医

療分野での利用など、日本における電力以外の分野での放射線利用に関しましては、４兆円

円ほどの市場規模がございます。 

  そして、例えば半導体の製造など、もちろん、事務局長の方が詳しいと思いますので、こ

れ以上詳細は申し上げませんけれども、その放射線の利用というものが非常に増えていると

いうことで、医療分野におきましては１兆円規模から２兆円規模、約２倍になっているとい

うことでございます。この放射線の電力以外の利用に関する戦略及び政策につきまして、Ｉ

ＡＥＡのお立場をより具体的な形で教えて頂きたいと思います。 

（グロッシー事務局長）ありがとうございます。 

  いろいろな技術をどう応用していくか、そして、どの程度の成功率かということが、今、

様々な分野で明らかになっておりますけれども、問題といたしましては２つございます。 

  これは私が先ほど財源というところでお話をしたところにも通じるのですけれども、伝統

的に考えたときに、原子力セクターで仕事をするというところには一定の躊躇があったかと

思います。例えば開発銀行に関しましても、今になってやっと我々との対話を始めていると

いうことで、イメージの問題なのか、文化的な問題なのか、そこはなかなか見極めるのは難

しいのですが、様々なポートフォリオの中でこういった放射線利用に関しては、リストの上

位には必ずしもあるわけではないということです。 

  世界銀行とも、今、ＩＡＥＡは協議をしておりますが、一つ、こういった金融セクターと

の対話という意味ではＩＡＥＡは非常に後れを取っております。ただ、我々が、今、話をし

始めて良いサインというものもございます。例えば気候変動、気候危機という状況を考えた

ときに、そこはまた別の分野かもしれませんけれども、いずれにしても対話が今持たれつつ

あるということで、非常に大事だと思っております。 

  もう一つこの問題について語るときに、コミュニケーションの課題というものがございま

す。原子力に関する活動では、福島第一の事故以降、日本においては様々な苦境が発生した

ということで、原子力における発電以外の利用というところではよく知られていないのだと

思います。やはり、そこは政治的な意思決定者、最上位の意思決定者であって、そして放射

線の利用というところでより知識のある方が、原子力の応用によって様々な人間生活の一助

となるのだということを啓蒙する必要があると思います。ですので、コミュニケーションが
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非常に重要だと思いますし、そこもやはり文化的な要素があると思います。 

  例えば、別に軍事的利用ということだけではありませんが、それに関連をしているという

ところもあるため、それゆえの曖昧さというか、不透明さというのがあったのかと思います。 

  あと、ＩＡＥＡという組織として、これまではずっと、ある意味孤立をした形で、そのほ

かの国際機関との連携というものは限定的でした。ですので、私としましては例えばコロナ

ウイルスに関しては世界保健機構とも、我々、役割があると思っておりますので、あと、ジ

カウイルスなどに関するものでも連携をするということで、彼らと一緒に協調し始めている

ところでありますし、我々の責任分野として広げております。 

  例えばそのほかの組織といたしましては、国際再生組織機関などとも連携なども始めてお

りますので、これからはより多くのコミュニティ、チャネルを広げていかなければと思って

おります。二重の戦略、まずは、今までドナーとして協力を連携してこなかった人たちにき

ちんと援助するというところと、これからアクティブに一般の人たちに対しても含めて、各

レベルでもっとコミュニケーションしていきたいと思っております。 

（岡委員長）ありがとうございます。 

  それでは、ＪＡＥＡの理事長の児玉理事長からお話を頂きたく、続きましてはＱＳＴ、平

野理事長、ＪＡＩＦ、高橋理事長から、ＩＡＥＡと日本我が国の連携を高めるという意味で、

まず最初はＪＡＥＡ、児玉理事長からよろしくお願いします。 

（児玉理事長）ありがとうございます。ＪＡＥＡ理事長の児玉敏雄でございます。 

  ＪＡＥＡでございますが、これは原子力エネルギー分野と科学分野に貢献している包括的

な研究開発機関でございます。 

  まず、１ページ目を見て頂きたいと思います。我々は先進的な原子炉から放射性廃棄物の

廃棄処理など、非常に幅広く研究開発を行っております。。そして、原子力安全、そして核

不拡散、核セキュリティの分野でも活動を進めております。 

  それ以降の２ページ、３ページ目に示すように、将来ビジョン「ＪＡＥＡ２０５０＋」と

いうビジョンを発行致しました。２０５０年それ以降ということでありますが、ＪＡＥＡは

若い世代も引きつけ、原子力の科学・技術のポテンシャルを高めていくことに貢献をしてま

いります。そして、この新時代の原子力科学技術においては、業界のバリアにとどまるでは

なく、それを乗り越えて進みたいと思っております。 

  ４ページを御覧ください。 

  こちら、４ページのスライドにございますように、長期的にＩＡＥＡとはパートナーシッ
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プを行っており、ほぼ全ての我々活動で連携を、これまでやってまいりました。ＩＡＥＡの

役割はますます世界にとって重要度が増しております。特に原子力がエネルギーミックスに

おいて、特に気候変動の分野において重要になっているからでございます。ＪＡＥＡといた

しましては、今後とも会議の参加者とＩＡＥＡ事務局の両方に技術的な専門知識の提供と言

う手段を通じてＩＡＥＡの活動に引き続き貢献していきたいと思います。 

  御清聴、ありがとうございました。 

（岡委員長）では、ＱＳＴの平野理事長、お願いします。 

（平野理事長）ＱＳＴ理事長の平野でございます。 

  ５ページでございますが、御覧のとおり、ＱＳＴは、非常に多くの研究開発分野を網羅し

ている我が国の先端的な研究機関の一つです。フュージョンエネルギー、材料科学、生命・

医療、それから放射線の安全性など、これらは、全て量子科学技術を基盤としております。

本日は駆け足ではありますが、特に顕著な成果を出しております量子医療について説明をさ

せて頂きます。 

  まずは、ハイマックと呼ばれている炭素イオンの放射線がん治療装置でありまして、１９

９４年より治療を行っているものでございます。ＱＳＴとしては、それ以降、この２５年間

で１万２，０００名の患者の治療を行っており、より短期の治療期間の実現、ＱＯＬの改善、

そして副作用の無さというような非常に良い成果を出しております。 

  このような炭素イオンの放射線がん治療というものは、Ｘ線治療に比べて２次がんの再発

率が少ないです。このようなハイマックなどは世界中により普及すべきであると私は考えて

おります。 

  ７ページを御覧頂きますと、こちらは「量子メス」と呼ばれているもので、ハイマックを

小型化・高性能化した次世代の装置で、健康長寿社会の実現に貢献していくため、「がん死

ゼロ」に向けた「量子メス」の開発を進めていきたいと思います。 

  私からの最後のページでございますが、ＩＡＥＡとの連携をここに列挙させて頂いており

ます。ＩＡＥＡの原子力の平和利用にこのような形で、今後も協力していきたいと思ってお

ります。 

（岡委員長）では、次に日本原子力産業協会の高橋理事長からお願いしたいと思います。 

（高橋理事長）私は、ＪＡＩＦ理事長の高橋でございます。 

  今回、グロッシー事務局長及びＩＡＥＡの皆様にお会いすることができて非常に光栄でご

ざいます。 
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  ＩＡＥＡとＪＡＩＦの関係は１９６０年にさかのぼります。ＪＡＩＦは、世界で最初にＩ

ＡＥＡにより諮問機関として認められた機関でございます。それ以降ＩＡＥＡの総会にはオ

ブザーバーとして参加しておりまして、日本を代表して展示を行うとともに、ＩＡＥＡの上

層部の方々と会合をもたせていただいております。 

  ＪＡＩＦの簡単な御紹介、ＩＡＥＡとの協力、国際協力について、資料を添付してござい

ますので、後ほど御覧ください。 

  最後になりますけれども、ＩＡＥＡの職員の方が我々ＪＡＩＦの年次大会におきましてゲ

ストスピーカーとして御参加頂きましたことは非常に光栄に思っております。是非、近い将

来、グロッシー事務局長にもスピーカーとしてお話を頂ければと思っております。今後もＩ

ＡＥＡとの関係を強化してまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

  御清聴、ありがとうございました。 

（岡委員長）ありがとうございました。 

  私の方からもグロッシー事務局長に、ＩＡＥＡを代表して、御参加頂きまして感謝申し上

げます。 

（竹内参事官）グロッシー事務局長には御参加頂きまして、ありがとうございました。 

  次回のミーティングでございますけれども、令和２年３月３日でございます。 

（岡委員長）竹内参事官、ありがとうございました。 

  では、これをもちまして、第７回原子力委員会を終了いたします。 

  ありがとうございました。 


